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書評
エイベルースミス著，一圃光禰ほか訳
『医療保障の経済学」
松
? ?
雄
(1) 
今日，保健・医療問題に対して経済学の方面からアプローチすることについて，何人も
奇異に感じないであろう。今や，それは経済学の重要な分析対象の一領域となっていると
賣言えよう，「医療経済学」という言葉すらもかなり定着しつつあるようである。経済学を
欠いて，保健・医療問題は論議できなくなっているのである。
その背景には，医療費の増嵩という現象がある。 1970年代以降，世界各国に共通の現象
として医療費が増大してきているのである。そこで，当然のことながら，その原因と対策
に関心が集まり，経済学に期待が寄せられることとなった。各国とも，医療費の問題が，
国民経済的にみて重要な課題となっているからである。
OECD (経済協力開発機構）や， ILO(国際労働事務局）， ISSA(国際社会保障協会）
などの国際諸機関が国際会議を開くなどして，この問題の検討を続けていることからも，
その事態の深刻さが解かろう。例えば， OECDは， 1985年1月に東京で「保健医療及び
年金政策に関する日本 -OECD合同ハイレベル専門家会議」を開催し， その成果を， 厚
生省編「21世紀へ向けての年金と医療」 中央法規 1986年 に収めている。また， ILO
では， Intothe twenty-first century: The development of social security, 1984, を出
淵版しているし， ISSAでは， Improvingcost ejf ectiveness in health care, 1983, を出す
などして，打開策を模索しているのである。
わが国とて，こうした動向から逃れ得るものではない。是非はともかも昨今の医療保
険制度などの大きな改革が，こうした流れのなかで生まれてきたものであることに異論は
あるまい。そして，まだ改革は続くかもしれないのである。
以上のようなことを踏まえるとき， 本翻訳書の出版は誠に時機にかなったものと言え
る。原書の出版が1976年であるから， むしろ遅すぎたと言えるかもしれない。 と言うの
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も，本書を原書で読んだり，引用したりした人が数多くいるからである。本書は，その著
者エイベルースミス (Abel-Smith)と共に，有名な存在であった。
エイベルースミスについては， 改めて紹介する必要もないほどである。ロンドン大学の
世界的に著名な教授であり， 故・ティトマス (Titmuss,R. M.)の後継者と目しても良
いのではないかと思われる。イギリス本国の国民保健サービスに実践的に関与すると共
に，世界各国の保健・医療政策にも幅広くかかわってきた。上記の ILOゃISSAの書
物にもレポーターの一人として参画している。また，日本にも二度来たことがある。多田
羅浩三・大和田建太郎訳「英国の病院と医療」 保健同人社 1981年や， 三友雅夫訳
「国民保健サービス—最初の30年」 『国際社会保障研究」 No. 26・27 1980 ; 1981年
などの著作も翻訳されている。本書の論述は，以上のような著者の幅広く，長い経験に裏
打ちされたものである。 10年ほど前の著作であるとは言え， その論述が説得力に富むの
も，深い学識と豊かな体験に根ざすものがあるからであろう。
(2) 
本書は，次のような13章で構成されている。
1章慈善，政府，民間保険
2章強制的健康保険と国民保健サービス
3章経済的障壁
4章医療市場
5章商売人か聖職者かー一医師への支払方式
6章製薬産業
7章病院の効率的利用
8章優先順位の追求
9章健康と経済発展
10章先進諸国における計画化
11章発展途上国における計画化
12章教育および訓練
13章むすび
本書の内容は，おおよそ四つの部分から構成されている。まず初めに 1~2章におい
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て，世界各国の保健サービスの組織•財政の発展史をたどる部分がある。次に 3~7 章に
おいて，保健サービスの基本的問題に焦点をあてて経済学的に考察する部分が続く。そし
て次に， 8~12章において，保健医療計画について考察する部分がある。最後の部分とな
る13章は，以上のすべてを概括するような形のものである。
まず1章では， 医学・医療サービスの発展史から説き起こす。「どのような社会も， 病
気を治そうとする強い欲求をもっており，この点についてはどのような処置が効果的なの
かが十分実証されていない場合でも，変わりはないようである」 (19ペー ジ， なお，煩雑
さを避けるため，本稿では原著のページ数を明示しないこととする）として，病院や病院
以外の医療サービスの発展史をたどる。そして，こうしたサービスを受けるための措置と
しての慈善や保険制度の発展についても触れられてあり，これが2章の展開に結びつく。
「伝統や政治や価値観はいずれも，さまざまな国の保健サービスの費用負担の方法やサー
ビスの組織形態に一定の影響を与えてきた」 (51ページ）と述べて， その特質を捉えるた
めの設問を14挙げている。例えば，患者が医師を選択する自由や，専門医へのかかり方，
医師などへの報酬の支払方式，患者の費用負担のあり方，社会福祉サービスのあり方など
を挙げている。いずれも的を射た指摘であり，イギリスやドイッ， 日本などの制度の特質
がよく把握できる。
3章からは，保健サービスの問題を，より一般化して経済理論的に考察している。 3 
章， 4章では，保健サービスに関して，いわゆる消費者主権の原則があてはまらないこと
を中心として論厳を進めている。 3章では，「食料」と「保健サービス」の双方に対する
ニードを比較しつつ，なぜ，保健サービスを完全に民間市場にゆだねることができないか
を説き明かす。保健サービスの費用が，社会予算や，民間保険や，社会保険などによって
負担される理由が説明される。 4章では，この消費者主権を医者などの保健専門職とのか
かわりのなかで論じる。「人びとは，個人としてであれ集団としてであれ， 金を支払った
保健サービスがその値段にふさわしい質のものであることを望んでいる」 (76ページ）の
であるが， 決定力をもつのは， 保健サービスの分野で仕事をしている人びとである。つ
まり，「理論的には消費者が主権者であるが， 保健サービスの場合ほど消費者がこの主権
を行使しにくい消費支出の分野はあまり見当たらない」 (80ページ）ということになる。
そこで，次のような五つの目的をねらって保健サービスの供給に規制が加えられる。すな
わち，「一つの目的は最低限の質を確保することであろう。第二の目的は限られた資源の
ょり均等な地理的配分を図ることであろう。第三の目的は不必要なサービスを防止するこ
とであろう。第四の目的は単純に支出を制限することであろう。第五の目的は，保健サー
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ヒ女に費やされるーボンド，ールーブル，ールピーを最も経済的に活用することによって
貨幣の価値 (Valuefor money)を確保することであろう」 (89ページ）ということであ
る。この供給サイドに対する規制を，三つの個別の分野，つまり医師に対する報酬支払方
式，薬剤の供給，病院の経済に焦点をあてて， 5章， 6章， 7章で具体的に論じている。
5章では，出来高払い，人頭払い，俸給制について，その得失を論じている。日本も採用
している出来高払いについて，よりウェイトを置いて検討し，これが最も望ましくない方
式だと示唆しているようである。そして，「どのような支払制度も， 資源の利用と医療の
質や特徴に対して，望ましくない効果をもたらしうる」ので， 「何よりも重要なのは医師
の倫理とその社会的責任感である」 (113~114ページ）と主張する。 6章では，世界各国
で採用されている薬剤に関する規制措置について述べている。販売される薬剤の範囲，販
売方法，販売価格，利潤などについて，市場の自由にゆだねることができないので，各国
が薬剤産業に規制を加えている実情を紹介する。多国籍企業の存在などの要因から，国際
的な取り組みが必要なことを強調している。 7章では，規模の経済性，病院の設置場所，
入院期間，不必要な入院，供給による需要創出という観点から，病院の効率的利用を論じ
る。「病院システムが効率的であるためには，正当な場所に正当な規模の施設を設け， 入
院の必要な患者のみ入院させ，入院治療の必要がなくなればすぐに退院させるように計画
しなければならない」 (153ページ）のであり， 「病院の効果的な計画や運営を支配する原
理は，先進国にも発展途上国にも同じようにあてはまる」 (168ページ）と説いている。
8章からは，保健計画が中心的問題として取り扱われる。本書のハイライトを成す部分
であると言えよう。まず8章において，優先順位の追求が論じられる。なぜならば，保健
支出を抑える最も簡単な方法である利用者の一部負担は，その名称が何であれ，機会均等
を妨げるので望ましくないからである。そこで， これに代わるものとして， 「優先順位を
設けることで，特に不必要なサービスが行なわれないように措置を講じ，さらに選択の必
要性が高まれば，重要性が高いサービスを存続させて重要性が低いサービスを切り落とす
こと」 (177ページ）が考えられるとしている。だが，このことは，誰が，何を基準にして
判断するのかという基本的問題に結びつく。はっきりと解かっていることは，保健サービ
スの目標が健康水準の向上にあるということだけである。この観点から，予防や治療，ヶ
アなどの役割を検討し，健康水準の指標に関する問題点を論ずる。 9章も，優先順位の問
題を論じている。健康と経済発展との相互関係のなかでの選択を扱っている。保健サービ
スの経済的効果は複雑で，その全容を明らかにできるものではなかろうが，消費と投資の
双方の観点から論じている。なお，予防や早期検診が（医療上の必要はともかくも）， 必
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ずしも安上がりでないという主張には留意しておく必要があろう。こうした優先順位をめ
ぐる考察を受けて， 10章， 11章では，保健サービス供給の計画化が論じられる。まず10章
では，先進国における計画化に目が向けられる。「保健計画の目的は， 適正な質のすべて
の必要なサービスが，適当な時に適当な場所で提供されるようにすること，保健サービス
がこれと関連する各種社会福祉サービスとバランスのとれた関係にあるよう図ること，な
らびに，これらをその目的と矛盾しない範囲で，実際の資源利用を最低の費用に抑えて，
達成するようにすることである」 (214ページ）と規定している。病院についてみれば，
「驚くべきことは，多くの国が違ったルートをたどりながらも，結局同じ解決策に迫りつ
つある」 (222ベージ）と指摘している。つまり，さまざまな方法で病院計画を実施しよう
としていることを述べる。そして，プライマリー・ケアの計画化や，予算によるコントロ
ールなどについても検討している。続く 11章では，経済的・社会的資源の不足している発
展途上国における計画化について触れられている。「いかなる保健計画においても， 人び
との考え方や信念がその出発点とならなければいけない」 (243ページ）として，まず保健
教育の必要性を説く。そして，「保健計画を進める前に， 保健資源をどのように配分する
かを明確に決定することが必要である」 (246ページ）と言う。都市と農村との格差，私費
診療と公共サービスとの調整などが，これらの諸国の保健計画の中心的課題である。著者
は，「はだしの医者」などを採り上げて，中国のやり方を大いに評価している。 12章では，
保健職員の教育・訓練をめぐる計画について論議が進められる。「教育と訓練の計画は，
保健サービスのマンパワーに関する長期計画に基づいて作成されなければならない。そし
てまた保健サービスのマンパワーに関する計画は，保健サービスの発展に関する長期計画
によって作成されなければならない」 (268ページ）というのが基本的立場である。そし
て，医学教育の費用，移民や私的開業への医師の流失，医学カリキュラム，卒後教育など
について論じている。なかでも，「先進国， 発展途上国ともに医学教育における最大の欠
陥の一つは，医療経済学の教育に欠けていることである」 (282ページ）という指摘は注目
に値する。医療資源の経済的活用ということを，まず医療スタッフに学ばせる必要がある
というのである。誠に，適切な主張であると思われる。
「むすび」となる13章は，これまでの主張を再述すると共に，計画化の必要性を大いに
強調している。すなわち，「保健医療の計画化は必要不可欠である。なぜならば， 貨幣に
裏打ちされた需要に応える形での自由市場は，資源の適正配分を妨げ，ある種のサービス
の質を損ない，過剰で不必要で非効率なサービスを生み，医療費の膨張と保健医療部門一
般の優先順位のかく乱を引き起こすからであり，このことがすべての発展段階の社会につ
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いて，実証的にも理論的にも明らかとなっているからである。保健サービスにより多く支
出したからといって， 必ずしも全体としてその国により良い健康をもたらすとは限らな
ぃ」 (295ページ）と主張している。これこそが，・まさに著者の言わんとすることのエッセ
ンスである。
以上，便宜的に四つの部分に分けて，本書の内容を簡単に紹介した。
(3) 
以下では，次の三点に焦点を絞ってコメントしよう。
まず第一に，本書で繰り返し主張されている保健サービスの計画化に関してである。
著者の最も訴えたかったことは， この計画化に尽きよう。原書のタイトル "Valuefor 
Money in Health Services"という表現が，著者の意図を雄弁に物語っている。著者は
次のように述べる。すなわち， 「すでにいくつかの国では， 就業者が一年のうちーか月近
くを保健医療費を支払うだけのために働いている。やがてそれは一年に五週間となり，そ
してもし現在の傾向が続くならば，五週間が六週間となるのも間近いことであろう。就業
者が『もうこれで十分だ」といえる時が来るだろうか。就業者が保健サービスヘの支払い............. 
のために専心働く日々が，真にそれだけの価値ある報いを得ているという厳然たる証拠を
要求する日が来るのはいつのことであろうか」と (296ペー ジ， ただし傍点は評者によ
る）。こうした問題意識から，著者は計画化の必要性を説く。それだけに， 10章にウェイ
トを置いて書いているようである。また面白く読めるのである。周知のように，わが国で
も1985(昭和60)年12月に医療法が改正され，地域医療計画が推進されることになってい
る。これは， 37年ぶりの大改革で， 日本の医療制度における一つの画期となるものと思わ
れる。各都道府県ごとに，医療圏を設定して，必要病床数を定めたり，医療機関の機能分
化を図ったりすることなどができるようになった。大胆に言えば， これまでのわが国に
は，医療供給に関して，将来を展望した長期計画もなければ，公的なコントロールもほと
んどなかった。それが，ようやくここにきて，計画的に地城医療の充実を図ろうという方
針に転換した。エイベルースミスの説く方向に向かっているわけである。著者は計画化に
関して次のように言っている。すなわち，「計画化の一つの目的は， 遊休化しそうな高価
な施設の供給を制限し，それほど高価でない代わりの方法を奨励することである。第二の
目的は，末充足のニードを見いだしそれらの充足を図ることである。計画化の第三の目的
は，希少な技術や高価な設備が十分利用されないようなことのないように予防することで
ある」と(236ページ）。計画化によって， 限りある医療資源を有効に活用して， 地域住民
206 
エイベルースミス著，ー園光蒲ほか訳「医療保障の経済学』（松渓） 1737 
により良い医療を提供することが求められているのである。 21世紀の医療制度を確立する
ためには不可欠の考え方であろう。
第二に，著者自身が深くかかわってきているイギリスの国民保健サービスについてであ
る。この•ことは，今みてきた計画化という視点と密接にかかわりがある。著者は，はっき
りとした形では示していないものの，国民保健サービスを高く評価しているようである。
彼は，労働党政権下の1968~70年と， 1974~78年の二つの時期に保健・社会保障省のブレ
ーンとして活躍していた。ちょうどその頃，国民保健サービズも重要な変革を遂げている
のである。その第一の時期には，病院計画やプライマリー・ケア計画が推進された。ヘル
ス・センターを中心とするコミュニイティ・ケアが推進された。一般開業医の役割などが
大きく変容しつつあった。だからこそ，著者は計画化に関して次のように主張するのであ
る。すなわち，「計画化は病院やプライマリー・ケア用の施設に適用されるだけでなく，
サービス要員である医師やその他の従事者ならびに関連する社会福祉の施設にもおよぶこ
とが等しく肝要である」 (238ベージ）と。まさに，当時のイギリスの国民保健サービスの
大勢がそうした方向に進みつつあった。つまり，この頃からイギリスでは病院サービスと
コミュニィティ内での予防・治療サービスとの相互補完関係の維持が図られるようになっ
てきた。このために，一般開業医を中心とした保健•福祉スタッフのチーム活動が活発に
展開されるようになり，その中心基地たるヘルス・センターが飛躍的に拡充されたのであ
る。また，第二の時期には， 国民保健サービスの計画化が一段と推進されている。例え
ば， 1974年に，・国民保健サービスの組織が抜本的に改革されている。そして， 1976年に
は，国民保健サービス史上において画期的な文書である『イングランドにおける保健・対
人社会サー ビスの優先事項」('、Prioritiesfor Health and Personal Social Services in 
England")や，『国民保健サービスの計画システム」 ("TheNational・Health Service 
Planning Syst畑")が出されている。こうしたことから，地区をベースにして各種サー
ビスが包括的に管理・運営されるようになったし，各種サービス部門ごとの優先順位の設
定と計画化が財政的にはっきりと明示されるようになった。著者が指摘しているように，
「国民保健サービス設立の目的は，単に全国民が無料でサービスを受けられるようにする
ことだけでなく，サービスの配分を計画的に実施し，病院の規模，機能や立地を計画的に
定めることにもあった」 (48ページ）のである。国民保健サービスは，この目的に向かっ
て一層進むことになる。著者が計画化を強く主張するのは先にみたとおりであるが，これ
またイギリスの実情を踏まえたものであろう。このように，著者の考え方と，国民保健サ
ービスのあり方とが密接に結びついていちことは興味深いことである（なお，以上のよう
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なイギリスの国民保健サービスそのものの変遷に関しては，一圃光彊著「イギリス社会保
障論」光生館 1982年 を参照されたい）。
第三に，本書では，日本のことについても，直接的，あるいは間接的に数多く触れられ
ていることである。いずれも，かなり手厳しく批判され．ている。例えば，著者は次のよう
に言う。すなわち，「医師は，自ら病院や診断設備を所有し， 彼自身の薬剤を売って，一
体どこまで自ら資本家にならねばならないのか。あるいは自ら包括的な保健サービスを医
療市場で売りさばく，健康維持組織の所有者にならねばならないのか。この資本主義的モ........... 
デルの最も発展した形態は，厳重な価格統制をともないはするが日本に求めることができ
る」と (292ページ，ただし傍点は評者による）。われわれは，医療の資本主義的モデルの
典型国として，アメリカを想定しがちであった。例えば， 故・ティトマスは「『自由企業
医療』の本家アメリカ合衆国」と評していたことを想起されたい (Titmuss,R. M., 
Commitment to Welfare, 2nd ed., George Allen & Unwin, 1976, p. 251, 三浦文夫
監訳「社会福祉と社会保障」 東京大学出版会 1971年 p. 311)。それが，今や日本の方
が，医療に関して資本主義的であると見なされているのであるQ また， 「日本では医師が
病院を所有したり薬剤を販売することは倫理に反することではなく，かつ多くの医師がそ
うしているのであるが，イギリスではイギリス医師会は，薬局の所有を倫理に反するもの
とみなしている」 (87ページ）と批判されている。このほか， 出来高払い方式が濫診・ 濫
療に結びつきがちだということの例として，日本も採り上げられている。このような直接
的な批判ではないにせよ，間接的な批判として首肯せざるを得ないものもある。例えば，
保健サービスの計画化に関連した箇所で次のように言う。すなわち， 「健康保険では三つ
の暗黙の前提がとられている。第一は，保健施策と社会福祉サービスは明確に区分できる
ということである。第二は，予防医療は治療から分離できるし，また区別すべきだという
ことである。第三は，ケアよりも治療（キュア）が西欧諸国にとっては圧倒的に必要だと
いうことである」 (229ページ）という指摘がある。なるほど， 日本の健康保険のあり方
に，良くあてはまっているようである。保健と福祉の統合化，予防やヶアとの連係化など
が，わが国の保健•福祉政策の重要課題なのである。今日の日本の保健サービスのあり方
に反省をせまる指摘が随所にあるのである。
(4) 
これまで述べてきたことから，本書の価値は充分に理解できよう。原書の英文は，かな
り難解であるし， H本語になりにくい表現も多い。また，世界各国の保健・ 医療サービス
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のあり方を充分承知していないと訳せない箇所も多い。それに，文中の丁寧な訳注も有り
難い。それだけに，訳者の多大な苦労がしのばれるのである。とは言え，共訳のこと故，
訳文のトーンが微妙に異なっていたり，文意の通じにくい箇所があったりする。また，紙
数の都合なのだろうが，原書にあった詳細な索引が，本訳書ではカットされている。あえ
て望蜀の感を述べるとすれば，このような点に尽きよう。
蛇足ながら，素朴な感想を付け加えて，このコメントを終わりたい。一読して感じたこ
とは，本書はかなりレベルが高いものだということである。世界各国の保健・医療サービ
スのあり方に通暁していないと，本書の価値は解からないのではないかと思われる。評者
など，日本とイギリスの事情について少しばかり関心をもっているだけなので，コメント
の任に堪えないかもしれないと感じられた。世界各国が抱える保健・医療問題を，さすが
充分よく承知しているエイベルースミスの著作だけのことはあると感心させられた。ま
た，「訳者あとがき」にも，訳者のことわりが付けられているように，原著が 10年ほど前
のものなので，各国の事情に多少の変化がみられるかもしれないとも感じられた。そこ
で，石本忠義著「国際医療保障論」勁草書房 1985年などの最新の著作と併読される
ことを推奨する。そうすれば，また本書の味わいも一段と深まるであろう。本訳書は， 21
世紀の医療を展望するために，是非とも読むべき書物の一冊の中に入るだろう。「医療経
済学」の必読文献の一つとなろう。
（保健同人社， 1986年3月刊， AS判， 305ペー ジ， 2,500円）
.、
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